
熊本地震被災地への
保健師等の派遣に係る報告

《 豊田市 活動日 》
1期
第一陣 平成28年4月25日～29日
第二陣 平成28年5月10日～14日

2期
第三陣 平成28年6月 9日～13日
第四陣 平成28年6月21日～25日

平成28年8月31日 西三河北部圏域保健医療福祉推進会議 資料３－３



豊田市の派遣状況
１期：宇土市 ２期：御船保健所

＜１期＞
愛知県：保健師 3人、（5グループ～）管理栄養士１人
中核市：保健師1人、運転手1人

＜２期＞
保健師２人 医師・獣医師・薬剤師１～２人

愛知県
（豊田市）

本震
から

活動日 活動内容 派遣職種

１期：
宇土
市

２班
（１陣）

9～
１３日

4/25～4/29
・被災者の健康相談、
健康チェック
・避難所の衛生対策

保健師１名
獣医師１名

５班
（２陣）

２４～
２８日

5/10～5/14
保健師１名
薬学 １名

２期：
御船
保健
所

１０班
（３陣）

５４～
５８日

6/ 9～6/13 ・御船保健所業務の
支援

保健師１名
獣医師１名

１３班
（４陣）

６６～
７０日

6/21～6/25 保健師１名
獣医師１名



避難所の変化

学校体育館

段ボール製
のポール

布カーテン

個室空間の確保

談話スペース

居所スペース

２班（１陣）の様子

５班（２陣）の様子



愛知県チーム（豊田市）
＜活動日＞

２班（1陣）
＜4/25～29＞

５班（２陣）
＜5/10～14＞

避難所の衛生指導 ○ ○

保健センターの通
常業務支援

○ －

避難所の健康管理 △ ○

避難所の世帯調査 － ○

１期： 主な活動内容



ＩＣＴを活用した情報連携
避難所ごとの情報

全共有情報もあり



実際にＩＣＴにアップした写真

上端が丸まり
うっ血

ＩＣＴで医師に写真を送り
対応の指示を仰いだ



２期：１０班、１３班（３陣、４陣）
御船保健所への派遣

管轄地域：益城町 御船町
嘉島町 甲佐町
山都町

管轄人口：８６，０９６人
世帯：３０，７５５世帯

※H27

益城町
前震（4/14）：震度 ７
本震（4/16）：震度 ７



２期：主な活動

愛知県チーム１０班（市３陣）
＜6/9～6/13＞

愛知県チーム１３班（市４陣）
＜6/21～6/25＞

○避難所の衛生指導
避難所生活における感染予防チェックリスト使用し巡回指導
避難所巡回指導フローの作成

○イベント（炊き出し）、避難所での食品衛生指導

○保健所 保健活動の中長期計画作成における健康課題の検討
・仮設住宅の調査、課題の抽出

★６月末で支援チームが撤退予定。支援撤退後の避難所及び仮設住宅等
の衛生管理が維持できるような支援を考慮した活動を実施



避難所での衛生指導

御船町に派遣された
支援チームへの衛生
指導



イベント（炊出し）
避難所での食品衛生指導

イベント（炊き出し指導）

調理日不明の
味噌汁が放置

詰め込み過ぎ



中長期計画の作成における健康課題の
検討

仮設住宅の調査

ロードマップ（宮城県作成）



今回の派遣を通して

• 本庁と避難所等現場における業務整理
• 被災地保健所職員が担う業務、派遣チームに託
す業務の整理

• 情報集約方法の具体化（事業所、医療機関等と
の連携を含む）

• 訓練の実施

・災害時の保健活動は、刻々と変化していく
・被災状況、現場ニーズに合わせた支援活動の展開
・中長期的な活動を視野にいれた体制整備

※マニュアルの見直しが必要



ご清聴 ありがとうございました。

ありがとうございました


